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 ２）【組織体制】協議会事務局について
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 ３）協議会規約の主な規定事項

◇ 所掌事務（第３条）
　1）ごみの共同処理に関すること
　2）事業の実施主体に関すること
　3）事業の経費の負担割合に関すること
　4）事業に係る調査及び検討に関すること

◇ 名称（第２条）
　朝霞市・和光市ごみ処理広域化協議会とする。

◇ 組織（第４条）
　1）朝霞市長及び和光市長
　2）朝霞市副市長及び和光市副市長

◇ 調整会議（第７条）
　1）朝霞市副市長及び和光市副市長
　2）朝霞市市長公室長及び和光市企画部長
　3）朝霞市市民環境部長及び和光市市民環境部長

◇ 事務局（第８条）
　1）和光市ごみ処理広域化プロジェクト
　　 チームが担う。
　2）朝霞市から和光市へ研修派遣を行う。

◇ 経費の負担（第９条）
　1）協議会の運営費用は和光市が負担する。
　2）計画策定等に要した費用は両市が均等に
　　 負担する。

 １）第１回協議会までのプロセス

H30.10～H31.2
・組織体制（人事）
・予算措置（財務）
・スケジュール
・協議会規約
・プロポーザルの実施

H31.2中旬
・協議会の設置及び運営に
　関する合意事項について
　覚書を締結

H31.4.1
・規約施行

H31.4中旬
・協議事項
・年度スケジュール
・基本構想の内容
・プロポーザルの実施
 

３） 調整会議

４） 覚書の締結

５） 協議会の設置

６） 第１回協議会

H30.10.1
・和光市市民環境部
　資源リサイクル課に
　プロジェクトチーム
　を設置。

 

２）プロジェクトチーム
　 の設置

H30.8.21
・和光市を建設地とした
　ごみ焼却処理施設の
　共同建設に関する
　基本合意書を締結

 

１） 基本合意書の締結

全員協議会の開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◇ 協議会の解散（第10条）
　事業の実施主体が確定したとき、
　協議会の決議をもって解散する。


